
ゲーテ 『西東詩集』における文化受容と翻訳について

大杉 洋

ゲーテは1814年､はじめて中世ベルシアの詩人ハーフェズの詩をドイツ語訳で読んだ｡こ

の時､ゲーテは65歳になっていた｡ハーフェズの詩集との出会いに先立つ数年間において､

彼は親 しく付き合っていた人たち､すなわちヘルダー､シラー､アンナ ･アマ-リア王妃､

母親等と死に別れ｡自分自身も老齢を意識し始めていた｡が､この書物に深い感銘を受け､ゲー

テが1819年に出版した F西東詩集』においてみられる言葉づかいは､きわめて生き生きとし

ている｡中世オリエント文学との避蓮を通 じて詩人ゲーテは若返った､と言っても差 し支え

ないだろう｡本稿では､この詩集において見てとることができる文化受容と翻訳に関しての

問題について､以下の 3つのテーマを取 り上げて述べてみたい｡ 

1.オリエントへの ｢逃亡｣ 

r酉東詩集』冒頭の詩 ｢遁走｣においてすでに､詩人のオリエントに対する熱い想いが歌

われている｡

遁走

北も西も南も裂ける､


玉座は砕け､国々は震える､


逃れたまえ､きよらかな東方で


族長の気を味わうため､


愛し､飲み､歌い､


キーゼルの泉で若返るのだ｡


その純粋と正義の地で､


わたしは人間という種族の


奥深い根源に迫るのだ､


神から天の教えを､なお


大地のことばで受け取 り


頭を悩ますこともなかった､かの地で｡


当時のヨーロッパ世界も､さまざまな分野において､長い歴史と伝統を抱えて疲弊 してい

た｡その行き詰まりを打開しようとするかのように､フランス革命が起きたが､それに続 く

ナポレオン戦争はヨーロッパ全土を混乱に陥れてしまった｡詩 ｢遁走｣においては､このよ
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うなヨーロッパの現状を踏まえ､中世オリエントの叡智によりどころを見出そうとする詩人

の姿勢がうかがえる｡

行き詰まったヨ-ロッパ世界の外に､可能性を見出そうとする試みは､ゲーテの青年時代

においても見られる｡シュ トウルム ･ウント･ドラング期のゲーテの関心は新大陸アメリカ

に向けられていた｡ゲーテは､疲弊したヨーロッパに代わって理想の国家がアメリカに建設

される可能性を見出していた｡が､そのアメリカ観は時代の進行とともに変容 していった｡

その過程は､小説 Fヴイルヘルム ･マイスター｣】のなかで描かれている｡

ゲーテの生きた時代は､近代ヨーロッパの胎動期に当たり､科学技術の発達を背景に､しゃ

かいのさまざまな領域において目まぐるしい変化が進行 していった｡これまでの伝統に根ざ

した価値観が役に立たなくなった一方で､それに変わるものは確立されておらず､人類の行

く末を見通すことは不可能だった｡ゲーテは若いときには､新大陸アメリカの未来において

理想の国家が建設される可能性を感じた｡そして自分の晩年を意識 しはじめ､ハーフェズの

詩集と避返したゲーテは､中世オリエントに精神的 ｢逃避｣の場を見出したのである｡ 

F西東詩集』におけるオリエント賛美は､熱い想いの伝わる言葉づかいで綴られている｡が､

当時のゲーテがヨーロッパに対 してすっかり背をそむけてしまった､と見なすのは一方的す

I,ぎる見方だろう｡事実､小説 Fヴイ) ヘルム ･マイスター』における､新大陸アメリカに関

する記述においては､執筆年代が下るにつれて､アメリカ-の期待が徐々に薄れ､逆にヨー

ロッパの伝統的文化遺産を活用することの重要性が説かれていく｡ゲーテは､詩人である自

分を刺激 してくれる題材はためらうことなく吸収した｡が､自分自身の存在の地盤を揺るが

せることはしなかったのである｡ 

.｢ズライカの書｣2


『西東詩集J成立のもうひとつの大きな契機となったのは､マリアンネ･フォン･ヴイレマ-

14
8
との恋愛だった｡1 年､ゲーテはヴァイマールから自分の故郷であるライン河畔に旅行 し

た折に､マリアンネとはじめて出会った｡ヴァイマールに戻った後､将来 F西東詩集』に収

められることとなる詩が次々と生まれた｡ハ-テムと恋人ズライカの詩のやりとりからなる

｢ズライカの書｣は､こうしたゲーテとマリアンネの恋愛を背景としている｡愛しあう男女

の対話形式からなるこの詩集においては､中世オリエントと近代ヨーロッパが時空を超えて

呼応 しあっている｡そこには､愛の普遍的なあ り方､言わば恋愛の原現象 

を垣間見ることが出来るのでほないだろうか｡

)
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例えば､以下の詩句においては､詩人は恋人を想う気持ちが自然の情景と呼応 しあい､至

るところに恋人の姿を発見している｡

数えきれない姿のなかに､君は隠れるかもしれない､

だが､最愛のひとよ､僕にはすぐ君だと分かるのだ｡

君は魔法のヴェールで身を包むかもしれないが､

遍在するひとよ､す ぐに僕は君を見分ける｡ 
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糸杉がきわめて清らかに若々しく伸びゆくさまに､

美しく成長したひとよ､すぐに僕は君を見分ける｡

運河の清らかな生き生きとした波の動きに､

心をくすぐるひとよ､僕は君であることがよく分かる . (FA . /Bd3. )1
01S1,.

5
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 年8月に､ゲーテはヴイレマ一家を訪問し､マリアンネと再会 した｡その後で､｢ズ

ライカの蓄｣におけるハ-テムとズライカの対話形式の詩が創作されたが､その創作にはマ

リアンネも加わっていたことが知られている｡

ズライカ

冗談はよして l 惨めになるだなんて｡


愛は私たちを豊かにしているではありませんか｡


あなたをこの腕に抱きしめれば､


いかなる幸福にも私の幸せは匹赦 します｡ ( FA ,Bd )6
1S7,.
/
3.


この詩集では ｢遠｣と ｢近｣のモティーフが印象的に用いられている｡遠く離れた恋人に

想いを寄せて詩人が口ずさむとき､時間的､空間的な隔たりが解消されるのである｡

また､｢ズライカの書｣には有名な ｢ギンゴ ･ビローバ｣の詩がある｡日本から伝来 した

銀杏の葉の形が､心をひとつにして愛しあう二人の形姿を構体とさせる｡

ギンゴ ビローバ

東方伝来でわたしの庭に


ゆだねられたこの樹の葉は､


秘密の意味を味わわせて


知者のを喜ばせる｡


この葉は二つに別れた､


一つの生きものなのか ?


それとも､一体であると認められるほど


たがいに選びあった二つの存在なのか ?


この問いに答えようとして


私は正 しい意味を見つけた､


わたしの歌々を聞いてあなたは感じないのか､


わたしは一にして二重なのだと ?
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3.｢注と論考｣における翻訳に関する考察
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深い知見を見出すことが出来る｡

』 ｣( dAbF西東詩集 をよ りよ く理解す るための注 と論考 nnu nz

ditersann

｢ハマーについて｣の章において､ゲーテは､ハーフェズの詩集をドイツ語に翻訳したハマー 

｢ 
b ere nDi )においては､ゲーテの翻訳に関する興味vansihcel
bt-s
ts

)への惜 しみない感謝の念を表明 している｡そ

して､番羽訳によってオリエントの文学が紹介されることは､時代の要請を満たすものである

ことを指摘 している｡また､ゲーテは､いかなる分野においても､その道を歩んでいくなか

では､同時代人の協力が何よりの助けになる､と述べて翻訳者ハマーを諾えている｡ゲーテ

は､｢現在｣が何よりも重要であることを繰 り返 し言っているが､この章における発言にも

そのようなゲーテ的ものの見方がうかがえる｡

｢翻訳｣の章において､ゲーテは翻訳を3つに分類 して述べている｡

第一段階の翻訳は､我々の感 じ方､考え方で異国を知るのに役立つ｡簡潔な散文が､こ
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散文は､それぞれの文芸の固有性を解消してくれる｡そして､異国の文化を誰にでも分か

る語 り口で伝達 してくれる｡それ故､異国文化受容のはじめにおいては､散文の果たす役割

が大きい､というのがゲーテの考えである｡ゲーテは､代表例として､ルターの聖書翻訳を

挙げている｡

それに続 く第二の時期においては､自分を外国の状況に置こうと努めるが､ほんとうは

異国の感覚をわがものにしようとするだけであり､それをまた自分の感 じ方で記述 しよ

うとする｡そのような時期は､きわめて正確な意味において､パロディー的時期と名づ

けることができる｡(FA ,Bd. )08
1S2..
/
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第二の時期の例として､ゲーテは詩人ジャック ･ドリールをはじめとする同時代のフラン

ス人たちを挙げている｡フランス人たちは､異国の文化を受容する際に､自国の文化で培わ

れた代用品を必要とする､と｡また､ ドイツにおいてはヴイーラントの翻訳が､第二の時期

に属するものとして紹介されている｡

我々は翻訳の第三の時期を体験 した｡それは､翻訳における最高次にして究極の時期と

呼ぶことができる｡すなわち､この時期においては翻訳を原文に等 しい ihscd ten
i
( )も

1


のにしようとする｡その結果､一方が他方の代わりとなるのではなく､一方が他方の置
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この第三の時期において､翻訳の原典に対する忠実度は極めて高 くなる｡この場合の問題

点として､ゲーテは翻訳者が自国の文化の独自性を多かれ少なかれ､諦めざるを得ないこと､

また､読者 も､未知の文化を受容することができるために､教養を高めなければならないこ

とを説いている｡ハーフェズの詩を ドイツ語に翻訳 したハマーは､この第三の時期に属 して

いる｡

ゲーテは､上述 した三つの時期がいかなる文学においても繰 りかえされるものであること

を指摘 した上で､自分たちは第三の時期の翻訳を推 し進めるべ き時であると主張 している｡

第三の時期の翻訳､ゲーテの言葉 を借 りれば､｢一方が他方の代わりとなるのではなく､

一方が他方の置かれたところで通用する｣翻訳というものは､理論上は想定できても､現実

に実現することは不可能と言ってもよいのではなかろうか｡とくに､ヨーロッパの言語で書

かれた詩の韻律を日本語の翻訳で再現することは不可能である｡

とはいえ､ゲーテが≡種類の翻訳が有する長所及び短所をわきまえつつ､翻訳を通 じた文

化交流をきわめて重視 していたことがこの章から読み取ることができるだろう｡

ゲーテの F西東詩集｣】においては､文化交流や翻訳を通 じて､文化が生産的に､豊かになっ

ていく様をいたるところで見出すことができる｡また､そこから時代や文化の違いを超えて

見えてくる人間存在の普遍的な相が浮かび上がってくるのである｡
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